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は、日が昇る前に退出するのがルール これをまずは三日間続けます。妻の父が 聟 靴を抱いて寝 り、三日目の夜には餅を振 舞って結婚を世間に公表する「三
日夜餅」という風習があったりしたことも、物語などの史料に散見されます。　
この妻問婚をしばらく続けたのち、同居が始まります
が、これは妻の実家での生活となります。聟は日常の生活の世話を妻の家族から受け が、この同居形態がずっと続くわけで ありません。家主である妻の両親退去し娘夫婦に家を明け渡したり、妻の実家もしくは夫自身が用意した新居に若夫婦が住んだりしますが、これを研究上は「妻方居住を経て 新処居住 呼びます。　
同じ家に二世代が暮らすことは避けるべきこととされ








代初期についてみてみましょう。嫁取婚は、この時代の武士階級からはじまっ 貴族階級にも普及したと考えられています。この過渡期をよく表 史料 して、当時摂政であった九条兼実 日記『玉葉』建久二年（一一九一）六月二日条（ 【史料①】 ）があげられま 。史料原文は文末に掲載しますので、興味のある方は御覧ください　
さてこの史料からは、兼実の息子 ある良経が、一条
能保（源頼朝の妻の実兄）の娘と婚姻す 予定であったものの、良経が聟として先方に迎えられる聟入婚としたい兼実と、聟を住まわす家がない めに嫁取婚にしてくれと頼む能保・頼朝とのやりとりが確認できます。こ史料では近年の嫁取婚 「不快」 唾棄する兼実の主張が印象的 す。兼実は、狭い上 能保 妻の喪が明けたばかりという事情がある一条家の本宅でかまわな から良経を聟取るよ に迫っています。東国の風習など知っ
たことではない、嫁取婚は断固拒否するぞ！という、先例故実を重んじる兼実らしい態度とされています。　
一方、嫁取婚を主張する頼朝は、新婦となる娘の伯父
ですが、摂関家子息との婚姻にあたっては、身分の低い一条家の娘の立場を保障する父代わりの存在です。兼実自身が摂関家の庶子であり、平氏政権を武力で打倒し鎌倉幕府を開いた頼朝 おかげで思いがけず摂政になれたという経緯がありました で、嫡 あ 良経の妻に、頼朝の養女的存在の娘を迎えること 承知したのです。　
嫁取婚は東国の武士層から始まったとされています













これは貴族・武士階級においては史料的に確認できる実態ですが、庶民レベルの婚姻史料はほとんど残っていません。むしろ 狂言に残された の描写が歴史資料としても貴重 、歴史学においても狂言台本を史料とし使っている研究者が多くいらっしゃい　
なお、史料上は「嫁入」と「嫁取」という文言がみ










「聟入」の儀式が注目されていることが多いことがわかります。例えば、 「二人袴」では、すで 結婚生活を開始している聟（新郎）が、はじめて嫁 実家 挨拶に行
き、舅に対面し杯を交わす聟入儀式に向かうことになったのですが、恥ずかしいので実父に同行してもらいます。父も舅と対面する羽目になってしまうけれど、よそ行きの袴が聟が着用している一着しかあり せん。よって、袴を前後半身に分けて、父と新郎がそれぞれ前掛けのように着け、 を着している風を装 ま た。舅に所望された舞の最中 ろを振り向けないことによる滑稽なしぐ が見所 演目です。　
この他にも狂言には、結婚生活開始後の聟入儀式に関
わる演目がありますので、一見、庶民レベルでは聟入婚が続いていたのかと思っ しまいます 、そうではありません。婚姻関係 スタートし 夫方（夫の実家か 夫の実家の所有する家）における妻の同居が始まって以後に、吉日を選 で、妻の実家で聟入りする儀式が行われるという順番な です。　
庶民層においてはどうやら、嫁取婚が主流となった室
























く、一種の性暴力のあげく、聟として居座ったり権利を主張したりする悪しき聟の事例です。たちが悪い領主の息子が、支配下の女 のもとに聟として押 かけ、待遇されようとした事例があり、これを厳しく禁ずる命令文書が残されています。禁じるということは、禁じる必要が発生するほど、多 の った との証左です。　
戦国期の「今川仮名目録」第七条には、主人に届け出
ずに下女に通った男性は殺されても仕方がない、 もあります。中世とは婚姻に って 社会的身分 低下したり、殺されたりする事態すらあ た時代なのです。　
このような史料を見ていると暗い気持ちになります
が、この時代においても悪い聟ばかりではなかったことが、狂言の中で確認できることは救われます。狂言 世界の聟たちは、いろいろとヘマをやらかした 、離婚の危機にさらされたりすることもあ ますが、聟は基本的に歓迎される存在であったようで 娘の幸せを願う舅たちは、多少のヘマをやらか 聟 寛容で、わざと勝負に負けてくれたりもしています。　
儀式として注目される聟入は中世を通じて続きます。





















離婚でした。性愛関係の断絶を宣言する になるからです。 『源氏物語』の中では、光源氏 正妻となった皇女・女三宮が、柏木との密通により薫 出産し、夫である光源氏と不和になり、出家しました。これはこの物語を読んだ当時の人々からすれば、女三宮からの離婚宣言であることは明白だったので　
余談ですが、 「一夫多妻」の話をすると、私が教えて
いる男子学生さんなどは最初は「いいなあ」と思う うです。でも実際は権力のある一握りの男性が複数 女性







④】 ）では、遠江国（現在の静岡県） の話として 夫に離縁を言い渡された妻が、まさに馬に乗って去ろうしている場面において、夫が「離縁 れ追い出される妻は、家中の物を好きなだけ持ち出すのが世の習いなので、取っていくがよい」と声をかけま 。しかし妻は
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「無情ノ俗ノ事」 （ 【史料⑤】 ）には、奥州の百姓夫婦の離婚が描かれています。この夫はあ りにケチで欲深く、妻子に対しても情 をかけることが りませんで た。妻は幼い子を連れて何度も逃げ出しましたが、そのたびに夫に捕らえられ戻されていました。あるとき、妻は子連れで地頭（地域の支配者）のもとに行き、 「夫があまりにも無慈悲なので、地頭さまに離婚の命令を下していただきたいの す」と頼みます。地頭は、 「夫 妻を離婚することはあっても、 が夫 離婚するとは何事あっ
てのことか」と問います。妻は、 「あまりに多くの問題がある ですが一つだけ申し上げますと、先日、川から大きな鮎を三十匹ばかり夫が獲ってきたので 少しは煮て、残りは鮨にすることにしましたが、この子が泣いて煮鮎をくれと頼んだのに、まだ煮えないと言いながら自分だけ試食を繰 返し、結局 の子には一口もくれませんでした。もちろん私にもです。では、鮎鮨はどうかと言いますと、これもまだ熟し いないと言って、結局自分だけで食べました。一事が万事こ ようなことばかりです」と説明しました。地頭が夫に確認したところ、妻の言い分を認めま たので、 はこの夫 領地から追放することにしました。そ て こんな といままで連れ添った妻は情深い いうことで、税 部免除 て、今まで通り暮らさせることにした うです。　
この説話からは、鎌倉時代において、離婚申し立ては






















姿から、夫は「三日月」に掛けた発句を詠み け、 はそれを受けて機転の利いた脇句を付けました。こ やりとりで恋慕の情が再度沸いた により、離婚が撤回され
ることになりました。　
この狂言からは、離婚に際しては夫からの離婚証明



































う事態が、ありふれていたと いえ決して愉快なできごとではなかったこ が、逆説的に考えられます。頻繁にあったからとい て、よしとさ るものではな った。聟入儀式が幸せの象徴ゆえにおもしろがられ、からかわれる狂言世界において、どれだけ日常にありふ ていたとしても、離婚は悲し から描かない。このような価値観が、室町時代の民衆に存在したことがうかがわれ　
そしてまた、教訓、という視点も考えられます。室町











があります。このことから考えるに、室町時代人の婚姻観も、現代を生きる我々 、そう遠くないような気がします。結婚はめでたい、出来ない人もい のだから。嫁入婚も聟入儀式も幸せで楽しいことだ。離婚はまぁ、よくあることとはいえちょっと悲 なぁ、 様に おすすめできない、 いうような。　
歴史資料と狂言から見た中世の結婚・離婚とは、この
ような風景でした。この文章 、今後の狂言鑑賞に 何かしらのお力添えにな を願 ます。お読みくださってありがとうございました。
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